
令和５年度北海道支部賞受賞者について 

 

受賞者：星野 剛（国立研究開発法人土木研究所 寒地土木研究所 寒地水圏研究グループ） 

業績：「北海道における気候変動情報の創出と河川リスクの評価」 

受賞理由： 

平成 28 年 8 月 17 日～23 日の 1 週間に連続して 3 個の台風が北海道に上陸した。道東を中

心としてこれまで経験のない豪雨となり、河川氾濫や土砂災害といった災害が発生した。これを契

機に北海道開発局と北海道は「平成 28 年 8 月北海道大雨激甚災害を踏まえた水防災対策検討

委員会」を設置し、「気候変動の影響が特に大きいと予測される北海道が先導的に気候変動の適

応策に取り組むべき」との方針が立てられた。同委員会直後に「北海道地方における気候変動予

測（水分野）技術検討委員会」が設置され、気候変動の影響を最新の知見に基づき科学的に予測

し、北海道域の水関連災害リスクの変化を検討することとなった。 

 星野会員は本委員会からの依頼を受けて、大規模アンサンブル気象シミュレーション実験とその

解析の実働にあたった中心的な人物である。星野会員が中心となって、大雨に伴う洪水災害リスク

分析に必要な 5 km 解像度の領域ダウンスケーリング計算を、年最大降水のタイミングに対して現

在気候条件で 3,000 年分、気候変動条件で 5400年分実施した。同ダウンスケーリング計算は、文

部科学省気候変動リスク情報創生プログラムにより創出された地球温暖化対策に資するアンサン

ブル気候予測データベース d4PDF を利用して行った。さらに、得られた計算結果の妥当性や気

象・水文学的な分析も推し進めた。本委員会からの依頼はこれらの膨大な数値計算および解析を

わずか 9 か月間で実施することだったが、星野会員らの献身的な努力と卓抜した調整力により完

遂することができた。この計算結果によると、十勝川流域には年最大 72 時間降水の 1/150 確率雨

量が約 1.3 倍になり、降雨波形によるものの十勝川帯広基準点におけるピーク流量が約 1.5 倍に

なることが示された。 

 星野会員は単に上記の結果を示すだけでなく、大規模アンサンブル気象・水文計算ならびに一

連の分析を実施し、気象学と水文学の融合研究に貢献した。アンサンブル予報の価値、年最大降

水実験と通年実験の比較、流域内の降水分布に関する検討、高解像度ダウンスケーリングの有効

性といったことは、メソスケール気象学におけるテーマとしてそれぞれ有意義なものである。また、

星野会員が中心となって実施した大規模アンサンブル・高解像度ダウンスケーリング計算は、気候

変動に対する一級河川氾濫リスクの評価だけでなく、中小河川氾濫リスクや豪雪リスクの評価など、

様々な応用研究に利用されている。また、北海道開発局・北海道の成功を受けて、国土交通省に

おける「気候変動を踏まえた治水計画に係る技術検討会」発足の契機となった。さらに、本研究が

嚆矢となって、d4PDFの価値を高め、同データの普及が促進された。 

このように星野会員は高解像度・多数アンサンブル気候変動予測計算を通じ、気象学と水文学

の融合研究の新たな地平を開拓した。北海道の水防災対策への貢献も著しく、全国の河川管理



への波及の契機ともなっている。また、星野会員らのダウンスケーリング計算をもとに、気象学を基

軸としたさまざまな応用分野への適用がはじまっている。星野会員は、新進気鋭の若手研究者で

あり、今後の活躍に期待するところ大である。 

以上の理由から、星野会員に日本気象学会北海道支部賞を贈呈する。 
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